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要  旨 

 平成 20 年６月 14 日８時 43 分頃，岩手県内陸部を

震源とするマグニチュード 7.2，最大震度６強の「平

成 20 年（2008 年）岩手・宮城内陸地震」（以下，

「岩手・宮城内陸地震」という．）が発生した． 

測地部では，地震活動で大きな地殻変動が認めら

れた地域において，基準点測量成果の公表停止措置

を実施した． 

復旧・復興事業に必要な測量へ正確な基準を与え

るために,停止地域内の基準点測量成果改定に向け

て,緊急測量調査（三角点の現況調査）を実施した．

調査結果を踏まえ，三角点の復旧測量作業を実施中

である． 

本稿では，「岩手・宮城内陸地震」に伴う基準点

測量成果改定に向けた取り組みについて,その概要

を報告する． 

 

１．はじめに 

国土地理院は，発災直後の８時 47 分に災害対策

本部を設置した． 

測地部においては,９時 10 分に災害対策班を設置

し,情報の収集と職員の安全確認を行なった． 

また,同日開催した災害対策班会議において,「岩

手・宮城内陸地震」に伴い,岩手・宮城県境周辺を中

心とした地域で基準点位置が大きく変動しているこ

とも想定されることから,基準点測量成果の停止範

囲地域の確定作業及びその停止地域内の基準点測量

成果の改定作業を実施することに決定した． 

同日 14 時 45 分には国土地理院ウェブサイト上に

『「岩手・宮城内陸地震」に伴う基準点測量成果の

取り扱いについて』として,岩手・宮城県境周辺を中

心とした地域における基準点測量成果の停止予定に

関する告知文を掲載した． 

 

２．基準点測量成果の公表停止措置 

「岩手・宮城内陸地震」における震源断層モデル

（6/16 暫定版 図－１）をもとにして地殻変動量計

算を行い,計算結果から最大せん断歪み分布図を作

成し,電子基準点観測結果及び公共測量の影響,行政

界等を考慮し,基準点測量成果停止地域の範囲を,６

月 17 日に開催した「測量成果改定委員会」で決定し

た． 

 
図－１ 震源断層モデル（6/16 暫定版） 



国土地理院時報 2008 №117 8 

基準点測量成果の公表停止の記者発表は東北地

方測量部と連携し，６月19日14時に行うと共に, 国

土地理院ウェブサイトに，電子基準点及び三角点測

量成果公表停止市町村一覧及び公表停止地域図（図

－２）とともに掲載した．関係する県及び市町村は,

岩手県（２市３町）,宮城県（３市１町）,秋田県（３

市１町１村）,山形県（１市３町１村）となり,停止

した測量成果は電子基準点 21 点,三角点等 2610 点

（一等三角点 16 点,二等三角点 101 点,三等三角点

808 点,四等三角点 1661 点,二等多角点９点,図根点

15 点）である． 

同時に基準点測量成果の公表停止によって影響

する，緊急を要する復興事業に伴う測量及び公共測

量に対する助言・指導を行っている．なお，今後復

旧測量等を実施した基準点の測量成果については，

早期の公表に向けて作業を実施していく． 

基準点測量成果公表の詳細については，『「岩手・

宮城内陸地震」に伴う基準点成果の取り扱いについ

て』として，国土地理院ウェブサイト上に順次情報

を公開し周知していくこととしている． 

 

 
 

図－２ 電子基準点及び三角点測量成果公表停止地域図 

 

 

３．三角点成果の改定 

３．１ 三角点成果改定作業方針の決定 

成果改定にあたっては，「岩手・宮城内陸地震」

における震源断層モデルから作成した変動ベクトル

図（図－３）から，座標変動パラメータ変換による

改算方式と，基準点改測作業によることとした． 

 

３．２ 座標変動パラメータ変換による改算方式 

３．２．１ 改算方式の作業概要 

 停止地域内の変動ベクトル図（図－３）において,

震源中心部付近を除く地域では,変動ベクトルの向

きや大きさに一定の規則性があることから,座標変

動パラメータを構築して,座標変動パラメータを使

用した改算による三角点成果の改定を実施する． 
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図－３  震源断層モデルによる変動ベクトル図 

 

成果停止地域内の震源中心部付近を除く地域 （図

－４）の三角点のうち,座標変動パラメータ構築に必

要な参照点として,10 ㎢メッシュに１点程度の割合

で改測作業を実施する三角点（高度地域基準点を優

先的，過去に電子基準点と関連づけて測量成果が算

出されている点）を図上選定し,緊急高度地域基準点

測量踏査・選点作業（以下，「踏査・選点作業」と

いう．）を実施した． 
踏査・選点作業終了後には,踏査・選点結果を基に,

高度地域基準点測量作業を実施した.取得した観測

データは周辺の電子基準点観測データを使用して解

析し，その解析結果を利用して座標変動パラメータ

を算出する予定である.算出された座標変動パラメ

ータを使用して,震源中心部付近外の三角点成果の

改算作業を実施することとしている． 

 

 

 

 

 

 
 

図－４ 改測作業地域・パラメータ変換作業地域関係図 
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３．２．２ 踏査・選点作業 

作業班の編成は，安全管理員１名（班長兼務），

班員５名（内技官２名,測手３名）の６名体制で，国

土地理院災害対策本部とは，日々，定時の連絡を行

い,踏査・選点作業の安全につとめた． 

作業期間は６月 25 日から７月１日までの１週間

で,作業計画の三角点 40 点のうち，37 点について作

業を実施した. 

三角点 34 点については三角点の敷地所有者はも

とより 

１）三角点に至る経路の道路状況（写真－１）及

び徒歩による到達時間 

２）三角点の保存状況 

３）地震による影響（傾斜，損傷等） 

４）GPS アンテナ設置の可否 

５）設置する場合のアンテナ高 

６）支障樹木の有無や数量 

について調査を実施した．（図－５） 

 

 
図－５ 踏査・選点作業地域図 

 

 
写真－１ 秋田県東成瀬村（Ⅱ△大日向）踏査時崖崩れ箇

所 

また,点の記等の事前調査資料で徒歩時間が３時

間を超えるような三角点３点については,安全を考

慮して登山口までの調査に留めた． 

同時に，観測を実施する際に必要な安全管理に関

する情報や，作業地の道路状況等の情報収集をする

とともに，関係機関に対して作業実施に関する協力

依頼（口頭及び文書）を行った． 

調査結果から,観測時に樹木の伐採等が必要な三

角点については三角点敷地所有者に連絡をとり,樹

木の伐採について許可を得た． 

踏査・選点の結果,低下改埋が必要な三角点１点,

道路の通行止めにより三角点に到達することが不可

能な三角点１点があった． 

低下改埋が必要な三角点及び今回調査していない

３点については,高度地域基準点測量作業実施時に

作業を実施することとした． 

 

３．２．３ 高度地域基準点測量作業（観測） 

高度地域基準点測量作業は，７月 18 日から８月 13

日及び８月25日から８月29日までの２期に分けて,

前述の調査結果による 36 点と，観測作業中に調査し

た５点の合計 41 点の三角点で観測作業を実施して

いる．（図－６） 

観測作業は，GPS 測量方式で｢高度地域基準点測量

作業規程｣に基づいて実施した．（写真－２,３）人員

編成は，緊急作業のため,安全管理員５名と観測班７

名（国土交通技官）が,随時交替して観測作業にあた

り,現地には常に安全管理員１名及び観測班に２名

から４名,測手６名（７月 28 日より５名）の編成で

作業が実施できるように計画した． 

 

 

写真－２ 三脚を用いた観測点 
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写真－３ GPS アンテナタワー（15ｍ）を用いた観測点 

観測作業は計画通り８月29日には,41点の観測を

終了した． 

今後は,今回の観測データ及び基準点測量成果停

止地域周辺の電子基準点データを使用して,座標変

動パラメータの算出計算作業を実施し,年度内には,

座標変動パラメータによる三角点成果の改算作業を

進めていく予定である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－６ 高度地域基準点測量作業平均図 
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図－７ 基準点改測作業実施地域図 

 

 

３．３ 基準点改測作業の概要 

成果停止地域内の震源中心部付近（図－３）にお

いては,変動ベクトルの向きや大きさが一定でなく，

変動量も大きいことから,基準点改測作業による三

角点成果の改定を実施する．（図－７） 

震源中心部付近における基準点改測作業地区（図

－４）では,国土調査事業に影響がない地区を測地基

準課が担当した（４地区発注予定）．国土調査事業

を実施または予定している岩手県奥州市,平泉町,及

び一関市については四等三角点を含めた改測作業で

東北地方測量が担当することとした（10 地区発注予

定）．  

基準点改測作業予定地域は,地震による影響から

立ち入り制限されている箇所もあり，立ち入りが困

難と思われる三角点については今回の改測作業予定

から除外した． 

 

４．今後の予定 

震源中心部付近を除く地域においては，基準点成

果改定に向け座標変動パラメータ構築作業に着手す

るところである.基準点成果の改定結果を出すには，

座標変動パラメータ構築作業終了後に，座標変動パ

ラメータを使用した成果改算作業を実施し，成果改

定を行う必要がある． 

また，震源中心部付近の基準点改測作業は外注で

行うため，測地基準課及び東北地方測量部において,

９月中旬に発注を予定しており,平成 21 年１月～２

月にかけて成果品が納品される予定である． 
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一連の成果改定作業終了後は速やかに基準点測量

成果の公表を実施し,震災復興の各種測量事業に使

用できるよう作業を進めていきたい． 

 なお，成果停止地域内の基準点改測作業で今回除

外した未改測の基準点については，当面成果停止措

置を継続し，次年度以降に基準点維持計画を策定し

計画的に維持業務を実施していく事としている． 
 

５．まとめ 

 本稿では，「岩手・宮城内陸地震」への対応として，

基準点測量成果の公表停止措置から測地部および東

北地方測量部が計画している基準点測量成果改定作

業までの概要をまとめたものである．そのため，基

準点測量成果改定作業全体の報告については一連の

作業終了後に再度報告する予定である． 

地方公共団体等が実施する震災復興の各種測量の

基準となる三角点の位置を正確に求めなおすことは，

三角点をはじめとした国家基準点体系を維持管理す

る国土地理院の使命でもある．今回の基準点測量成

果改定作業により求められる測量成果が，震災復興

の各種測量事業の基準として１日でも早く利用でき

るように，今後も基準点測量成果改定作業を迅速に

進めていきたい． 

最後に被災された地域の住民の皆さんの生活が１

日も早く取り戻されることを願うものである． 
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